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要 旨

受像枚の映像出力電圧を低減するための高駆動率受像管として,第2グリッド電圧50Vで動rFし,駆動率

が従来の2倍である受像管の電子銃構造と特性の概略を述べる｡駆動率と解像度の相反する特性の妥協点を見

出し,全面フォーカス性の良い電子銃の採用により,実用上じゅうぶんな解像度特性を有する受像管となって

いる｡

1.緒 ロ

テレビ用受像管は従来,第2グリッド電圧を300Vないし500V

で使用するいわゆるHigh G2受像管が使用されてきた｡これらは

低駆動率特性であるため,けい光両輝度をじゅうぶんにあげるため

にほカットオフ電圧を深くして最大陽極電流値を大きくする｡した

がって良好なコントラストを得るためには受像機の映像出力電圧を

60～70Vp-pと大きくする必要がある｡Low G2形受像管ほ高駆動

率受像管の一形式で,受像轢でほ特殊な回路を必要とせずに映像出

力電圧を数十%低減することができる｡さらに第2グリッド電圧

はB電圧を分圧して供給することができるた捌こ,アメリカでは

低B電圧の安価な小形受像機のほとんどに使用されている｡しかし

わが国においてほ解像度がHigh G2受像管に比較して若干劣るな

どの問題もあってはとんど使用されていないが,実用上はそれほど

解像度の低下も目立たないので,前記の利点から最近は使用され始

める傾向もみえる｡ここではわれわれの製作している第2グリッド

電圧50VのLow G2受像管の特性について述べる｡

2.構 造

Low G2管の構造に関する考察はGold,Schwartz(1)あるいは

Niklas(2)(3),そのほかの文献(4)に詳しいが,その要点のみを簡単に

述べる｡

受像管をグリッドドライブで使用したときのバービアンス範と

カソードドライブで使用したときのバービアンス鮎はそれぞれ次

のように表わされる｡

ノち=ル〃わ×gc｡】1･5

鮎ニ凡打∂×E∬C｡▼1･5

ここで

‖(1)

...,.(2)

ルm:カソードと第1グリッド電圧が等しいときのビー

ム電流

gco:グリッドドライブでのカットオフ電圧

Egco:カソードドライブでのカットオフ電圧

(1),(2)より

gg=範(Eco/Egco)1･5

一方,

Egco=Eco/1十β2‥…‥

ここで β2は第2グリッド電圧(Ec2)の浸透率で

β2=且c｡/且c2.

(3),(4),(5)から

gg=範(1＋β2)1･5

=範(1＋Ec｡/且c2)1･5

‥(3)

….‥(4)

‥(5)

‥(6)
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囲1 電子銃の三極部
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図2 試作電子銃の三極部形状

蓑1 図2の各電子銃による試作球(12′′)の特性

子電 銃l バービ7ソス 中央解像度(本)

A

B

C

700～ 800

900～1,000

800～ 900

大

小

大

注:要求特性ほパ=ビアソス5以上,中央解像度900本以上(12′′)である｡

陽極電圧(E∂)の浸透率β8が無視できない場合には

∬g=範(1＋Ec｡/(gc2＋β3励))…
‥(7)

(6),(7)式より高駆動率受像管においては次のようにすれば良い｡

(イ)受像管をカソードドライブで使用する｡

(ロ)Ec2を低くして使用する｡

(ハ)β2を大きくする電極構造とする｡

(ニ)β8を小さくする電極構造とする｡

(ハ)およぴ(ニ)に示す電極構造ほ(8)およぴ(9)式によって定性

的に定めることができる｡

β2=範×518/ん×J2×′1‥
‥(8)

β3=粍×523/J3×f2×53..‥
‥(9)

ここで各記号は図lに示すとおりであり,且2,範は定数である｡

これらの寸法はバービアンス特性を決定すると同時に解像度に影響

するため,この相反する特性の妥協点を見出さなければならない｡

3.電 子 銃

3.1基本構造の決定

電子銃の開発に当たってほ,電位分布が求められているHighG2

管の三極部の構造を参考にして,図2に示す3種の電子銃を設計し

た｡これらの電子銃を使用した12′′試作球の特性ほ表1に示すよう

に,Bの形式が要求特性を満足しているので,これを基本として改

良し最終的な電子銃構造を決定した｡
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図7 Low G2管電子銃構造図

400 8001,000

カソード電流(Ⅰた)(〃A)

(血=200〃A中央部にて最良フォーカスさせた後

Jgを変化して顕徽掛こよりドット径を読みとる)

図6 Gl面に対してG4中心を動かした

場合のドット径(中央部)

3.2 バービアンス特性

Bの形式の電子銃で電極寸法を変化した場合のバービアンスの変

化を示すと図3～5のようになる｡最初Gl孔径(51)を変化させ

てみると,バービアンス5を得るた捌こは0.72¢あればよいことが

わかったが製品のばらつき,孔径を小さくすることによりカットオ

フ電圧が浅くなり,それだけカソード～Gl間隔を小さくせねばな

らず製作上も困難が増すなどの理由でこれより若干大きくして固定

した｡またG2孔径(52)はGl孔径より小さくするとバービアンス

が上るため,Niklas氏ら(2〉がこの方法によっているが,G2漏えい

電流が流れやすくなるためGl孔径と同一とした｡またG3孔径(53)

は高圧電界をじゅうぶん弱め,かつビーム電流の透過を良くするよ

うじゅうぶん大きくしてある｡

第1グリッド～第2グリッド間隔(J2)を小さくしてゆくとバー

ビアンスは図3のように増加する｡しかし,このとき同時にカット

オフ電圧が増加するのでこれを一定値とするためJlを大きくしなけ

ればならず増加はゆるやかである｡

第2グリッド～第3グリッド間隔(J含)を増加するとバービアンス

は図4に示すようにゆるやかに増加する｡この場合は第3グリッド

(G8)の形状が既に電界を弱める形状となっていること,G2の高圧し

ゃへい効果がきいているため急激に増加しないことが考えられる｡

第2グリッド(才2)の板厚を増加することは,G2孔径が大きいので

高圧のしゃへいに有効であり,バービアンスの増加は図5に示すよ

うに大きい｡さらにこのことは高駆動率特性を得るためには,高圧

のしゃへい効果を上げることが,きわめて有効なことを示している｡

3.3 解像度特性

解像度特性が低下する原因としては第1にGl孔径が大きいため,

0.28 0.38 0.48

G2板厚(t2)(mm)

図5 G2板厚に対する

バービアンスの変化
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図8 駆動電圧対カソード電流特性

クロスオーバ径が大きくなること｡第2にクロスオーバの虚像の位

置が主レンズ面に近いと推定されることである｡このことはほぼ同

一寸法の電極とバルブをもつHigh G2受像管と同一のフォーカス

電圧を与えるような第3グリッド～第5グリッド間隔がHigbG2管

に比べ大きいこと,すなわち主レンズを厚くすることによって同一

距離の点にフォーカスすることから容易に推定される｡したがって

主レンズ～けい光面距離とクロスオーバ虚像～主レンズ距離の比で

定まる倍率が大きくなる｡これら二つの理由により,けい光面上の

スポット径が大きくなるためである｡第2の原田に対してはG3を

長くして主レソズ面をクロスオーバ虚像の位置より遠ざけることに

ょって倍率を下げ,けい光面スポット径を小さくすることができる｡

しかし,この場合主レンズ面はビーム径の大きくなった所に位置す

ることになり,主レンズでの収差の影響を受けやすくなってハロー

を容易に発生し画質を害する｡これを中央部のドット径により示し

たのが図dである｡

3.4 電子銃構造

これらの実験結果によって最終的に決定した電子銃構造の概略を

図7に示す｡われわれはこの電子銃を各サイズのLowG2受像管に

探用している｡

4.Low G2受像管の特性

LowG2受像管の一例としてわれわれの製作している500ZB4の

特性を,HighG2管500KB4(且c2=400V)と比較して示す｡

4.1駆動電圧特性および輝度特性

図8に示すように1,000/`Aのカソード電流を得るための駆動電圧

はHighG2受像管500KB4の49Vに対して36Vとなり約27%

減少している｡
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囲10 500ZI∋4の中央部と

周辺部のドット径

20′′ぉよぴ12′′のLowG2管とHighG2管の特性

品 種 名

500ZB4

500KB4

12DHP4

310BKB4A

(琵)L〈艶弓
16

16

11

10

50

400

50

400

バービアンス/EECO 中央解像度(本)

6.1/48(Ⅴ)

2.8/50(Ⅴ)

6.2/48(Ⅴ)

3.1/50(Ⅴ)

1,200～1,300

1,400～1,500

900～1,000

1,100～1,200

駆動電圧特性が向上しても電流分配率が悪く,けい光面に達する

ビーム電流が少なければ実用上意味がないが,図9に示すように駆

動電圧～輝度特性は駆動電圧特性に比例して向上している｡

4.2 解像度特性

500ZB4の解像度特性は中央部と周辺部であまり差の無い全面

フォーカス性の良い特性をもち,電子銃が焦点深度の深いレンズ

系となっていることを示している｡図10のようにカソード電流

1,000/JAで中央部と周辺部のドット径の比は1.4となっている｡

3.3に述べたようにHighG2受像管に対するドット径ほどうして

も大きくなり,図11に示したように約2倍になる｡これらのドッ

ト径ほドッl､パターンを顕微鏡法により測定したものであり,パタ

ーンのクサビによる解像度は%とはならず,表2に示すように,約
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図11HighG2管とLowG2管の

中央部ドット径

200本の低下にとどまっている｡また全面フォーカス性が良いため

もあって実際の画面でほそれはど見劣りしない｡

4.3 使用条件と性能

500ZB4と500KB4および12′′受像管の12DHP4と310BKB4A

の使用条件と性能をまとめると表2のようになる｡

5..緒 言

バービアンス特性と解像度特性という相反する特性の妥協点を見

出し,解像度の低下を200本に押えてバービアンスを2倍にする

ことができ,さらに全面フォーカス性の良い電子銃により実用上じ

ゆうぶんな特性のLowG2受像管を得た｡これらは20′′,17′′,12′′サ

イズの受像管で量産を行なっている｡LowG2受像管は映像出力電

圧を約30%低減する｡またgc2電源としてブースト電圧を必要と

しないことから水平偏向出力管の負荷を軽減できるなどの利点によ

り,今後わが国においても低B電圧セッ

思われる｡
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